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【背景・目的】 

東久留米市道上の橋梁は57橋あり、1960年代から整備がなされている。その57橋の中で、架

設後50年以上の高齢化橋梁は現時点では8橋（14%）であるが、20年後にはその割合が80%を

超えることとなる。今後、老朽化が進んでいく橋梁が増加し、これらの橋梁に対する修繕や架け替

えに要する財政負担が大きくなることが懸念される。 

このような中、東久留米市では、橋梁の「安全」「安心」を持続的に確保していくため、平成24

年度に「東久留米市橋梁長寿命化修繕計画（第1期）」を策定し、従来の対症療法的な修繕から計

画的な修繕への移行により、老朽化する橋梁の維持管理コストの縮減と予算の平準化を図りなが

ら、計画的な維持管理を行ってきた。 

その後、道路法の一部改正（5年に一度の点検が義務化）をふまえ、平成29年度に（第2期）と

して改定を行った。 

令和4年度は、令和３年度に実施した5年に一度の定期点検結果を考慮したうえで、（第３期）

へと改定を行い、橋梁の長寿命化を図り、安全性を確保していく。 

 

【計画期間】 

 計画期間は、令和5（2023）年度から、令和14（2032）年度までの10年間とする。 
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２ 計画の対象橋梁  
 

 計画の対象橋梁は、下表のとおりである。 

令和4年度(第3期)計画策定橋梁数                         （橋） 

 幹線道路 主要生活道路 一般道路 合計 

橋梁長寿命化修繕計画対象の橋梁数 12 4 41 57 

                                    （横断歩道橋 1橋を含む） 

【対象橋梁の健全性】 

定期点検の結果では、対象橋梁57橋のうち、1橋（幸橋）が判定区分Ⅲ（早期措置段階）の橋梁と診

断されており、早期に修繕の検討が必要である。なお、それ以外の橋梁は、判定区分Ⅱ（予防保全段階）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【管理橋梁位置図】  
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３ ⽼朽化対策における基本方針 
 

 対象橋梁の維持管理に関わる基本的な方針は、以下のとおりである。 

 

① 橋梁の日常的な維持管理を行い、また、5年に1度の定期点検を行うことで、健全性の把握を行い、

安全確保に努める。 

 

② 点検結果より、橋梁の健全性の評価を行い、路線や橋梁の特性等に応じて重要度を定め、計画的な

修繕を実施できるよう優先順位を設定する。 

 

③ 橋梁の損傷が深刻化してから、大規模な修繕や架け替え更新を行う対症療法的な従来型管理から、

損傷が深刻化する前に計画的な修繕を行う計画的管理へ転換し、橋梁の長寿命化を図るとともに、

修繕費用の縮減を図る。また、修繕費用を試算し、負担が単年度に集中しないよう平準化を図るこ

とで、適切な維持管理事業を推進する。 

 

④ 一定期間の維持管理に要する費用であるライフサイクルコスト（LCC）の試算を行い、計画的な

維持管理へ転換した場合のコスト縮減効果を確認する。 

 

⑤ 橋梁の将来的な維持管理コスト縮減のため、迂回路が近くにあり利用者が少ない橋梁は、計画的な

修繕を実施する前に、防災機能等を考慮し、集約化・撤去について検討する。 

 

⑥ 橋梁点検、修繕の品質向上やコスト縮減、事業の効率化を図るため、新技術等の活用の検討を行う。 
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４ 健全性の把握及び⽇常的な維持管理に関する基本的な方針  
 

 健全性把握の基本的な方針  

  対象橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮しながら、橋梁の状態を早期かつ的確に把握するため

に『道路橋定期点検要領・横断歩道橋定期点検要領』（国土交通省 道路局：平成31年2月）及び『橋

梁定期点検要領・歩道橋定期点検要領』（国土交通省 道路局 国道・技術課：平成31年3月）に基づ

き5年に1度の定期点検を実施する。 

  

 ⽇常的な維持管理に関する基本的な方針  

  土砂等の損傷要因の排除を目的とした日常的な軽作業を行っていくことが、橋梁の長寿命化に対し

て極めて有効となる。そのため、橋梁点検や損傷に対する修繕等と併せて、橋梁における損傷の進行

の予防を目的として、下記に示す日常的な清掃等の維持管理の実施に努める。 

 

◆ 鋼部材（主桁端部）の清掃 

◆ 排水ますの清掃 

◆ 橋座部の清掃 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【清掃実施例】 

 

 

橋 台 

主 桁 

主桁端部は狭隘で風

通しが悪く、汚れ易い 

橋座部の土砂溜まり 

主桁端部の

発錆・腐食 

支承の劣化 

排水ますの土砂詰まり 橋面排水の阻害 

日常的な清掃によって、

劣化の発生・進行を防ぐ 

橋座部土砂溜まり 支承の劣化 排水ます土砂詰まり 桁端部の腐食 

雨水・土砂等が伸縮装

置・目地部から流入 

橋座部（清掃前） 橋座部（清掃後） 排水ます（清掃前） 排水ます（清掃後） 
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5 新技術等の活用方針  
 

5-1 新技術等の活用方針 

 

老朽化が進行する橋梁の「橋梁定期点検」及び「修繕工事」について、維持管理コスト縮減や、

高度化・効率化の観点から、新技術等の活用が見込まれる橋梁で、新技術等の活用の検討を行う。 

新技術等については、国土交通省の「点検支援技術性能カタログ」や「新技術情報提供システム

（NETIS）」で公表されている技術を参考に、新技術等を活用した場合のコストを従来型と比較し、

導入検討を行う。 

参考とする新技術の例を下表に示す。 

【参考技術】 
掲載先 技術名 技術番号・登録番号 

国土交通省 

「点検支援技術性能カタログ」 

全方向衝突回避センサーを有する

小型ドローン技術 
BR010009-V0222 

橋梁点検支援ロボット+橋梁点検

調書作成支援システム（うき） 
BR020006-V0322 

国土交通省 

新技術情報提供システム 

（NETIS） 

バイオハクリX-WB KT-160043-VE 

タフガードクリヤー工法 KT-170015-VR 

超薄膜スケルトンはく落防災コー

ティング 
CG-120025-VE 

KMSジョイント KT-220033-A 

 

 

5-2 新技術等の活用の検討及び短期的数値目標やコスト縮減 

 

◆ 対象橋梁は比較的小規模であるため、橋梁の定期点検においては、新技術等の活用は機材費や専門

員等の人件費により、従来の点検よりコストがかさむ恐れがある。ただし、現在の技術では、桁端

部等において近接目視点検が難しいことから、個別の橋梁において新技術等の活用を十分に検討す

る必要がある。今後の技術の進展により新技術等の活用が見込まれる場合は、積極的に新技術等の

活用を検討し、コスト縮減を目指していく。 

横断歩道橋については、上部工との接合部における近接目視点検が難しいことから、従来点検と合

わせてファイバースコープ点検などの新技術等の活用の検討を行う。 

 

◆ 修繕工事においては、計画期間内で予定されている橋梁12橋に対して、伸縮装置工や橋面防水工で

積極的に新技術等の活用の検討を行い、市場の状況を勘案し、伸縮装置工では約30％・橋面防水工

では約20%のコスト縮減を目指していく。また、その他の工種においても、今後の技術の進展によ

り新技術等の活用が見込まれる場合においては、積極的に新技術等の活用を検討し、コスト縮減を

目指していく。 
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経　過　年　数

経　過　年　数

←
高
い

健
全
性

低
い
→

←
高
額

修
繕
費
累
計

計画的修繕工事 計画的修繕工事

大規模修繕工事
架 け替 え 工 事

計画的修繕工事

計画的修繕費

大規模修繕費

6 費用縮減に関する具体的な方針 
 

6-1 計画による費用縮減に関する具体的な方針 

 

◆ 『道路橋定期点検要領・横断歩道橋定期点検要領』及び『橋梁定期点検要領・歩道橋定期点検要

領』に基づいた点検を行い、その損傷結果から健全性を把握し、各橋梁の管理区分を決定する。 

 

◆ 路線や橋梁の特性から、橋梁の管理区分と重要度を定め、橋梁毎に適切な修繕項目・内容を設定

する。 

 

◆ 対策の優先順位は、橋梁の健全性と重要度から決定する。なお、健全性は点検結果（判定区分）

より区分する。 

 

◆  計画策定にあたり、橋梁の計画的管理と従来型管理における維持管理シナリオを設定し、修繕時

期又は架け替え時期の検討を行ったうえで、橋梁の維持管理に要する費用であるライフサイクル

コストを比較し、維持管理コストの縮減を図る。 

・計画的管理シナリオ・・・定期的に点検を行い、適切な時期に修繕を実施すること。 

・従来型管理シナリオ・・・損傷が深刻化してから対症療法的に大規模な修繕又は架け替えを実

施すること。 

 

◆ 計画に基づき修繕を実施し、また、定期的な点検と点検結果による計画の見直しを実施する一連

のサイクルを繰り返して、橋梁の持続的な維持管理を行い、長寿命化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋の維持管理シナリオ 

ライフサイクル

コスト減額額 

：計画的管理
：従来型管理
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【健全性による優先順位の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重要度による優先順位の考え方】 

重要度 管理区分 分類指標 
健全性 
の把握 

管理水準 対策方法 

重要度１ 

管理区分
１ 

啓開道路で、橋⻑ 5m 以上の桁構造 

定期点検 

管理水準

１ 
損傷軽微段階での補修等 

重要度２ 啓開道路で、橋⻑ 5m 未満の桁構造又は 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ構造 

重要度３ 
幹線道路、バス路線又は主要生活道路で、

橋⻑ 5m 以上の桁構造 

重要度４ 

管理区分
２ 

幹線道路、バス路線又は主要生活道路で、

橋⻑5m未満の桁構造又はﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ構造 
管理水準

２ 

損傷が顕在化した段階での

補修等 
重要度５ ⼀般道路で、橋⻑ 5m 以上の桁構造 

重要度６ 歩道で、橋⻑ 5m 以上の桁構造及び 

横断歩道橋 

重要度７ 
管理区分

３ 

⼀般道路で、橋⻑ 5m 未満の桁構造又は 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ構造 管理水準

３ 

損傷顕著段階での大規模修

繕や架替え、カルバート構

造への変更等 重要度８ 歩道で、橋⻑ 5m 未満の桁構造又は 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ構造 
 

【健全性と重要度による優先順位の考え方】 
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悪  
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全
性  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

良 

状      態

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅲ 早期措置段階
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

Ⅱ 予防保全段階
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

区    分

低 重要度 高 
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6-2 計画による効果  

 

 本計画による効果は、以下のとおりである。 

 

 橋梁の⻑寿命化  

  定期的な点検やその点検結果に基づく計画策定（更新）、計画的な修繕・補強工事を進めていくこ

とは、重大な損傷が発見されるまで修繕を行わない対症療法的な従来型管理の橋梁と比べ、長寿命

化を図ることができる。 

 

 安全性の確保  

  対症療法的な従来型管理では、重大な損傷が発見されず事故に繋がる可能性がある。計画的管理で

は、定期的な点検により健全性を把握し、計画的に修繕を実施することで、持続的に安全性が確保

される。 

 

 ライフサイクルコストの縮減  

  計画的に修繕を行い、橋梁を適切に管理することにより、大規模修繕や架け替えにより工事費が大

きくなる対症療法的な従来型管理と比較し、ライフサイクルコストの縮減を図ることができる。 

 

以下に橋梁の計画的管理と従来型管理の累計維持管理費を算定した。その結果、計画的管理が従来

型管理と比べ、50年間で5割程度ライフサイクルコストが低くなり、約24億円の縮減効果が見込

まれる。 

 

 従来型管理 計画的管理 

累計LCC 
約52億円 

(100%) 

約28億円 

(53%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的管理

による縮減

効果額 

約24億円 
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6-3 集約化・撤去の検討 

 

◆ 本計画の次の計画見直し年までにおいて、集約化・撤去の検討対象となる対象橋梁はないが、橋梁

の将来的な維持管理コスト縮減のため、迂回路が近くにあり利用者が少ない橋梁は、計画的な修繕

を実施する前に、防災機能の検討、交通管理者との通行機能の協議、また、長寿命化修繕工事と迂

回路確保整備に係る費用等の比較を行い、地元住民等との調整を図りながら、橋梁の集約化・撤去

の検討を行う。 
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6-4 事業計画 

 

本計画では、老朽化対策における基本方針を踏まえ、定期的な点検やその点検結果に基づく計画策

定（更新）、計画的な修繕・補強工事を行うことにより橋梁の長寿命化を目指す。 

また、橋梁の維持修繕を行いながら、耐震性の向上が必要と判断した橋梁(※1)について、耐震対策

を進める。（令和5年度から令和13年度施工予定） 

対象橋梁ごとの次回点検時期や修繕時期については、下表に示す条件により決定する。 

 事業の基本的な実施時期 

点  検 点検は、事業計画見直しの前年に行う 

事業計画見直し 事業計画は、5年ごとに見直しを行う。 

修繕・補強設計 修繕及び補強設計は、計画された修繕工事を実施する前に行う。 

修繕・補強工事(※2) 修繕及び補強工事は、単年度に集中しないように複数年に振り分ける。 

 

(※1)耐震性の向上を必要とする橋梁は、以下のとおりとする。 

①道路橋示方書や国土技術政策総合研究所資料には、橋長25ｍ以下の橋は落橋防止構造の装置を省略できるとされているため、 

橋長25ｍを超える橋梁を対象とする。 

②東久留米市都市計画マスタープランにおける幹線道路に架かる橋梁を対象とする。（ボックスカルバート構造を除く） 

 

(※2)経年変化した橋梁の修繕工事の主な内容として、以下のものを見込んでいる。 

①塗替塗装工：橋梁鋼部材の塗膜の劣化に対して、表面塗装の塗替えを行う。 

②断面修復工：コンクリート部の欠損や除去した箇所に断面修復材を塗り込み、断面を修復する。 

③舗装打換工（橋面防水）：橋面からの浸水を防ぐため、橋面に防水層を設け、舗装の打換えを行う。 

④伸縮装置取替工：橋梁と道路の接続装置である伸縮装置からの漏水に対して、伸縮装置の取替えを行う。 

⑤ひびわれ注入工：コンクリート部のひびわれに対して、注入材を用いて修復する。 

⑥防護柵取替工：橋梁の利用に対する安全対策の向上を図り、防護柵の取替えを行う。 

⑦排水装置取替工：排水装置の損傷に対して、排水装置の取替えを行う。 
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対象橋梁ごとの対策の内容・時期及び事業費 

◆ここで示した点検時期及び修繕内容等については、今後の社会情勢により変更の可能性がある。 

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

(R04) (R05) (R06) (R07) (R08) (R09) (R10) (R11) (R12) (R13) (R14)

50 幸橋  幸町１丁目７１３番２地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（非合成） 市道2077号線 18.73 1.90 1978 44 2021 Ⅲ ◇ ○ ● △ ◇ △ ◇

16 昭和橋  神宝町１丁目５０番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（不明） 市道1116号線 19.57 4.10 1971 51 2021 Ⅱ ◇ △,● ◇ △ ◇

18 神山大橋 大門町２丁目１２２番地先 ＰＣ橋　プレテンＴ桁 市道109号線 18.73 16.00 1996 26 2021 Ⅱ ◇ ●,■ △ ◇ △ ◇

8 落馬橋  幸町５丁目９７５番３地先 ＰＣ橋　プレテンＴ桁 市道206号線 15.89 6.50 1979 43 2021 Ⅱ ◇,○ ● △ ◇ △ ◇

9 落合橋 浅間町２丁目２２７番１７地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（不明） 市道228号線 15.50 6.40 1972 50 2021 Ⅱ ◇,○ ● △ ◇ △ ◇

17 降馬橋 下里１丁目３０９番１地先 鋼溶接橋　Ｈ桁鋼（合成） 市道3029号線 15.70 7.20 1982 40 2021 Ⅱ ◇,○ ● △ ◇ △ ◇

49 下田橋  本町２丁目４２番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（非合成） 市道2032号線 18.80 2.10 1974 48 2021 Ⅱ ◇ ○ △ ◇ ● △ ◇

48 稲荷橋 氷川台１丁目２７６番３地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（非合成） 市道1093号線 18.30 2.10 1974 48 2021 Ⅱ ◇ ○ △ ◇ ● △ ◇

2 都大橋  下里７丁目３３３番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（非合成） 市道105-1号線 32.49 16.80 1985 37 2021 Ⅱ ◇ △ ◇,○,□ ●,■ △ ◇

44 宮前橋 浅間町２丁目２７８番１地先 ＲＣ橋 市道228号線 6.60 7.80 1970 - 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ ○ ● △ ◇

15 新大橋 本町２丁目１５１番４地先 鋼溶接橋　Ｈ桁鋼（非合成） 市道2143号線 29.40 5.81 1975 47 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ □ △,■ ◇

11 曲橋  小山２丁目１３５番１地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（不明） 市道2132号線 20.50 5.81 1975 47 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ ○ △ ◇,●

13 弁天堀橋  東本町１６番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（合成） 市道1085号線 18.33 5.60 1975 47 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

7 不動橋 新川町２丁目１８９番１地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（不明） 市道1185号線 17.80 5.52 1972 50 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

3 本邑橋  野火止３丁目３１０番１地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（合成） 市道3033号線 16.01 5.70 1982 40 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

5 よしきり橋 野火止２丁目２１番１地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（不明） 市道3398号線 15.30 6.70 1981 41 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

29 ぐみの木橋  下里６丁目１５０７番６地先 Ｈ桁鋼（非合成） 市道3115号線 6.60 4.86 1974 48 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

57 滝山歩道橋 滝山４丁目５０番１地先 鋼桁 市道107-１号線 27.20 1.90 1969 53 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

53 門前大橋歩道橋 東本町１９４番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（鋼床版） 市道101-2号線 26.50 3.30 1998 24 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

42 南立野橋 学園町１丁目３１８番８地先 Ｈ形鋼桁（鋼床版） 市道2378号線 4.50 5.06 2000 22 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

43 無名16号橋 南沢１丁目８１９番１３地先 ＲＣ　中実床版 市道2163号線 3.03 5.23 1977 45 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

34 越処橋  柳窪４丁目３３７番地先 プレキャストＲＣ床版橋 市道3264号線 2.72 4.50 1970代 - 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

28 宮前橋 南沢3丁目942番1地先 ＲＣ　中実床版 市道2319号線 2.56 4.82 1970代 - 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

46 無名5号橋 小山３丁目５６５番６地先 H形鋼橋 市道2002号線 4.70 4.50 1970代 - 2021 Ⅱ ◇ △ ◇ △ ◇

12 大橋  東本町１９４番１地先 鋼溶接橋　Ｈ形鋼（不明） 市道101-2号線 26.00 8.70 1970 52 2021 Ⅱ ◇ ■(※残工事) △ ◇ △ ◇

4 毘沙門橋 南沢１丁目９２４番４地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道207号線 12.93 9.80 1984 38 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

55 地蔵橋 中央町３丁目１４８１番１地先 ＰＣ橋プレテンT桁 市道210号線 12.10 10.20 2007 15 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

38 無名11号橋 下里４丁目６３０番６地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道106-2号線 6.10 16.59 1977 45 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

32 笠松橋 南沢1丁目341番2地先 プレテン　単純Ｉ型スラブ方式 市道207号線 6.00 7.50 1973 49 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

33 宮裏橋  下里４丁目６７９番１地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道106-2号線 3.16 16.72 1969 53 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

30 小沢橋 浅間町３丁目５５４番８地先 ＲＣ橋 市道1153号線 5.70 7.79 1980代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

40 野火止橋  小山５丁目１１６３番２地先 ＲＣ　中実床版橋 市道205号線 4.28 9.35 1979 43 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

56 天神橋 柳窪5丁目５７４番１地先 単純PC中空床版桁橋 市道236号線 2.80 6.24 1993 29 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

45 無名17号橋 柳窪３丁目３０４番１地先 ＲＣ　中実床版橋 市道218号線 2.24 8.31 1970代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

14 中橋  幸町２丁目７２１番２地先 ＰＣ橋　プレテンＴ桁 市道205号線 15.64 5.60 1978 44 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

6 老松橋 南沢１丁目８３８番１地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2144号線 15.06 5.80 1983 39 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

41 宮下橋 南沢３丁目９８１番２地先 ＲＣ橋 市道2319号線 13.10 8.00 2004 18 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

1 共立橋 新川町１丁目５０７番６地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（不明） 市道1197号線 13.06 5.70 1973 49 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

10 美鳥橋 南沢１丁目８１９番３２地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2160号線 12.60 5.80 1983 39 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

19 神明橋 中央町３丁目１４６９番２地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2295号線 11.97 6.20 2006 16 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

20 南神明橋Ⅰ 中央町３丁目１４５６番１地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2577号線 11.77 5.20 2003 19 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

22 南神明橋Ⅱ 中央町３丁目１４５６番１地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2299号線 11.60 5.20 1990 32 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

21 南神明橋Ⅲ 中央町３丁目１４２５番５０地先 ＰＣ橋　プレテン中空床版 市道2577号線 11.60 5.70 2003 19 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

23 宮本橋 下里７丁目４３５番地先 ＲＣ橋 市道3113号線 11.30 4.74 1980代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

24
無名14号橋
（かわせみ橋）

八幡町３丁目５６５番７地先 ＲＣ橋 市道3063号線 10.50 7.00 1976 46 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

25 三方橋 柳窪５丁目６１７番地先 ＲＣ橋 市道3235号線 9.80 4.95 1980代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

26 宮中橋 下里７丁目４３２番１地先 ＲＣ橋 市道3110号線 7.50 4.70 1980代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

47 昭和橋（歩道橋）  神宝町１丁目５０番１地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（鋼床版） 市道1116号線 19.55 1.90 1975 47 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

52 立野橋 新川町１丁目１２６番３地先 鋼溶接橋　Ⅰ桁（非合成） 市道1192号線 12.33 2.04 1973 49 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

27 無名10号橋  下里７丁目４５０番５地先 ＰＣ橋　プレテンⅠ桁 市道3109号線 8.10 8.20 1980代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

31 無名9号橋 浅間町２丁目２４５番１地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道1131号線 5.80 7.56 1996 26 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

37 新宮橋 下里５丁目５９４番４地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道3118号線 4.28 6.35 1984 38 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

35 向山橋 下里７丁目３８９番２地先 ＲＣ　中実床版橋 市道3091号線 3.60 4.04 1977 45 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

36 北裏橋 下里７丁目４１８番１１地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道3095号線 3.38 6.10 1980 42 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

39 西妻橋 下里１丁目２６７番８地先 ＲＣ　ボックスカルバート 市道3088号線 2.00 5.10 1987 35 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

54 無名橋 中央町3丁目1456番1地先 ＰＣ　ボックスカルバート 市道2581号線 8.33 4.05 2007 15 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

51 無名4号橋 野火止３丁目１４７７番１０４地先 H形鋼橋 市道3100号線 4.07 2.20 1970代 - 2021 Ⅰ ◇ △ ◇ △ ◇

20 95 37 46 91 20 13 162 15 39 52

( 22.3) ( 104.5) ( 41.1) ( 50.7) ( 100.0) ( 21.5) ( 13.8) ( 178.4) ( 16.5) ( 43.2) ( 57.5)
事業費合計（百万円）（　）内は税込み

架設年次
供用年数

(2022年基準）
最新

点検年次

対策の内容・時期

判定
結果

No. 橋梁名 所在地 構造形式 路線名
橋長

（ｍ）
全幅員

(m)

本事業計画対象橋梁

計
画
見
直
し
年

計
画
見
直
し
年

【凡例】
△ ：点検 ◇ ：計画策定・見直し
○ ：修繕設計 □ ：補強設計
● ：修繕工事 ■ ：耐震対策工事
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